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論文内容の要旨
インド成立の体裁を取りながらち実は中国において偽作されたと疑われる仏教経典(疑経)は、仏教者自
身による排斥にもかかわらず増大し続け、全経典数の六分のーを占めるまでに至っている。本論文は特に
惰から唐初にかけて成立した幾つかの疑経を対象とし、この時代にこれらの疑経が撰述された必然性と意
義を、中凶仏教史及び中国思想史との関連から明らかにしようとするものである。
第一掌 ir占察善悪業報符』の成¥f.と伝播について」。随代成立の疑経である『占察善患業報経』は、「木
輸相Jと呼ばれる憾悔法と I心」理論に基づく「観Jの実践が説かれている。本章ではこの一連の儀礼的
修行方法が、『大乗起{言論』の理論と天体智韻の織法の影響を受けて成すーしたことを「一実境界Jという語
をキーワードとして証明している。
第二章「疑経における『業報Jと『徴jJ。罪業の軽重と機悔による滅罪の証拠を知る方法として、智頭
は夢および禅定中iこ現れる象徴的な「徴」という装置を設定した。このように罪業の軽重や滅罪の証拠を
「徴」によって知ろうとするような発想は極めて中国的なものである。本章では、智韻の発怠!と中国思想と
の関連に言及し、更に智顎や『占察経』以前に、既に疑経の中に同様の発想、が見られることを指摘した上
で、中国仏教においてこのような『業報Jの証拠が求められた背景について考察している。
第三章 ilr仏説三厨経Jの道教的長生法と『老子説五厨経註』の仏教的教理解釈J。唐初成立の r-=.1厨経』
は不老不死を目的とした道教色の強い疑経であり、道教経興『五尉経』と深い関わりを持つ。本章では、
『三厨経』が『五厨経』の服気僻穀法による長生法を「阿弥陀無量寿jの実現という名分の下に換竹奪胎し
たことを証明すると共に、このような疑偽仏典と道典との奇妙なクロス現象について、歴史的背累ーを視野
に入れつつ考察している。
第四章 iW究寛大悲経』の「太概」説について」。唐初に成立した『究寛大悲経』の特異な，点、は、「心」を
「太極」とし、「太極」からの「作用」を「神性」としたうえで、「太極」の真実性に某づいて「作用」の結
果生じた「身体性」もまた「真」なる実庄であると肯定するところに応るO 本章では、同じく「心」の真
実性に出発点を置きながら、存在論においても解説論においても、本経が当時のスタンダードと全く反対
の結論を導くに至ったその分岐点と軌跡について、 T易』の太極説との関わりから論じている。
中国仏教史の中で疑経は、少なくとも表立つては一貫して否定され排斥され続けてきた。しかし、この
ように見てくると、疑経というものが必ずしも荒唐無稽な模造品ではないことが分かる。これらの疑経は、
その時代の中国仏教のありょうを如実に反映し、ある一面においては、むしろ巾国仏教白体がそれを汲み
上げ滋養とすることで新たな展開をはかれるような、豊かな創造性と柔軟性を提供していた思想史的事実
を本論文は説得力豊に論証している。
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論文審査の結果の要旨
「疑Jや「偽」はもとより「真」に対する舵称であり、この語それ自体がすでにこれらの厄大な書物が
辿ってきた歴史を体現している。疑経は成立当時から当の仏教者によって真経を汚す異分子として排撃さ
れ排除された。研究者の側も実は長らくその延長線上に同り、特に本多15の場合、牢固たる宗門意識とも相
まって、これら一群の疑経は研究対象としてもー段低いものと見なされ続けた。 20世紀初頭の敦但丈書の
発見は、そこに大量の疑経が含まれていたという意味において疑経研究にとっても画期的な出来事であっ
たが、しかしこの研究が本格化するのは漸く近年のことであり、研究の主流は書誌学的・文献学的なそれ
であり、本論文のように疑経の中に踏み込み、これを中国仏教史、さらには中国思想史の中に織り込もう
とする安勢は、皆無とは云わないまでも審々たるものである。このスタンスにおいて、本論文はまず評価
されねばならなし、。
全体は、序と本論全四章から構成されている。以下、論旨に沿いつつ論評を試みる。
序では、疑経の研究史と、本論の全体的な鮒敵図及び各章閣の有機的な繋がりが示される。本論文は各
ZEごとに伺別の経典が論じられているから、全体の埋解を助ける上からもこれは必要な作業と云いうる。
ただ、研究史が大まかに過ぎ、もう少し踏み込んだ総括がなされるべきであった。また、「疑経」なるもの
の総論をここで提示すべきところであったが、これに関しては著者の更なる成熟を待ちたい。
第ー 昔話 I~占察善悪業報経』の成立と伝播についてい著者は、河該経典の内法の詳細な分析を行った後、
これが単に除j厄招福という現世利益を日指したものでなく、当時の仏教界・思想界の新しい思潮であった
「心」の理論と需接に繋がっていることを論証してゆく。更に著者は、本経と天台智韻の機法との影響関係
を論じて中国仏教史の中に位置付けんとし、後世と朝鮮半島への伝播にも説き及んでいる。論述は轍密に
して周到であり、一疑経を通してその奥に拡がる豊雄な精神世界を捉えることに成功しているc
第二常「疑偽経典における『業報jと『徴jでは、『占集経Jのごとく二世の業報をサイコロに刻まれた
数字や線という具体的な徴去によって捉える発想!それ自体を問題にしている。著者によれば¥こうした発
想は密教以前のインド撰述経典lこは見られず、「知り難いものを象徴的に与えられた嘗示を読み解くことに
よって知ろうとするjこの態度はきわめて巾凶的なものである、と言う。実際、人相・手相をはじめ中国
人の好む多様な山術は、秘匿されたものを具体的な徴表を通して探り求める営為であるから、著者の立論
は十分首肯しうる。
第三章『仏教二厨経』の道教的長生法と『老子説五厨経註Jの仏教的教理解釈」では、仏教と道教との
|奇妙なクロス現象Jが論じられる。著者によれば、はじめ道教側で原「五厨経』が作成され、しかる後、
『仏説二三厨経』と現行の『老千説五厨経註』が成す.したのである、と。考証は精密であり、説得力に富んで
いる。そのあと、両経の分析に入り、『三厨房』が道教的な不老不死の身体ーの獲得を目指すきわめて道経色
の濃い疑経であること、一点、 ri土厨経註』が逆に「悟り」を回標に掲げるなど仏教色が目立つことが指摘
され、この「一見不思議なクロス現象Jから、当時の開放的な思想状況と、仏・道:教が互いに相手の教
義を取り込むことによって新たな展開を計ろうとする動きが見て取れる、と結ばれる。その論証はあざや
かである。
第四章r-r究党大悲経』の「太極」説についてJでは、 i語教の経典 r易経』を出典とする太極説が『究寛
大悲経』の教開構築にどのような役割jを果たしたか、また、思想史上の太極説との異同如何、といった問
題が論じられる。まず著者は、了敦t皇宝蔵Jに「究克大悲経第“・(擬)Jという表題が十lせられているテキス
トに注目し、この読みづらい写本を翻刻して読み下ろした上で分析を加え、本テキストが間違いなく『究
克大悲経』第一の快文であると結論づける。こうした基礎作業のkに立って著者は内容の検討に入ってい
く。著者は、本経は衆生の心」仏性を相拠に衆生と仏の一体ヤ1:を説く一方、「大乗起心論』などの全てを心
に収散させる当時のスタンダードとは逆に、身体もまたく真>なるものとして肯定しているが、その聞論
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的根拠はーー体何か、問いを立てる。その拠り所になっているのは本経が導入した太極説と体用論というの
が著者の立場である。著者の指摘は鋭く、おおむね妥当であるが、ただ記述がやや錯綜していて身体が肯
定される論理の筋道が辿りにくい。
総じて、本論文は、個別的な経典を扱いながら、それらを通して、様々な伝統思想や時代思潮を取り込
む疑経なるものの実相を牛，き牛.きと描出しており、全体として意欲的な疑経論になっている。のみならず、
同時に陪唐思想史論にもなっているところに本論文にもうーーつの価値がある。
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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